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  幼少よりスズキメソードにてチェロを始め
る。桐朋学園大学音楽学部卒業、ブリュッセル
王立音楽院古楽器科修了。2001年から07年ま
で「ラ・プティット・バンド」メンバーとして
演奏活動を行う。2011年より古楽アンサンブ
ル「ムジカ・レセルヴァータ」メンバーとして
演奏活動を展開。通奏低音奏者として東海バ
ロックプロジェクト主催モンテヴェルディ
「ポッペアの戴冠」公演、藤原歌劇団バロッ
クオペラ公演他に参加。ソロ活動として各地で
コンチェルトのソリストを務める他「J.S.バッ
ハ無伴奏チェロ組曲」全曲演奏会シリーズ（全
3回）を各地で開催し好評を得ている。最近で
は「ベートーヴェン チェロとピアノのための
初期作品」シリーズをスタートさせるなど、バ
ロックから古典派までの「知られざる作品」
を発掘、積極的に取り上げている。そのほか
指揮者として、東海バロックプロジェクト創設
10周年企画においてヘンデル「メサイア」全
曲を指揮して好評を博すなど活発な演奏活動を
展開している。現在、古楽アンサンブル「ムジ
カ・レセルヴァータ」メンバー。 

	富田牧子   Makiko	Tomita　 
   バロックと現代のスタイルの楽器にガット(羊腸)弦を張り、楽曲に合わせ
て持ち替えながら、自然体の音楽と室内楽の楽しさを広める活動をしてい
る。東京芸術大学音楽学部在学中にリサイタルを行い演奏活動を始める。同
学大学院修士課程修了後ハンガリー・ブダペストに留学。ヨーロッパ各地の
音楽祭や講習会でソロと室内楽の研鑽を積む。NHK-FM、ORF(オーストリ
ア放送)の公開録音に出演。弦楽四重奏団メンバーとしての活動を経て、フ
リーの音楽家としてソロリサイタルや様々な楽器奏者との組み合わせによる
「充実した内容の音楽を間近で味わうコンサート」の企画を各地で続けて
いる。2017年パーカッションとのデュオ《羊とヤギ》で  CD「O Terra (大
地よ)」を発売。2020年長野県に移住し、県内での活動を積極的に展開。特
に松本では、音楽文化ホールでのコンサートのほか、「おでかけオルガ
ン」への賛助出演、蔵シック館茶房でのライヴシリーズなど数多くのコン
サートを企画・出演している。コダマ音楽教室講師。 

　ヴァイオリン属の低音楽器として、主にアンサンブルの中で伴奏の役割を担っていたチェロ
は、17世紀後半の北イタリアで独奏楽器としても活躍を始め、急速にヨーロッパ全土に広まって
いきます。 
　その頃、舞踏の名手であったルイ14世のもと、イタリア趣味を排したフランス趣味の音楽が独
自の発展を遂げていたフランス宮廷では、フランス独自の「組曲」のスタイルで多くの作品が書
かれ、より優雅で繊細な響きのするヴィオールが好まれました。しかし18世紀に入ると人々の趣
味が変化し、力強い響きのするチェロが徐々にヴィオールに取って代わり、音楽作品の上でもイ
タリア音楽の書法を取り入れたフランスとイタリアの「趣味の融合」がなされていきます。 
そうした動きと並行して、宮廷で行われていた音楽が一般市民にも開かれるようになり、

1725年のパリで「コンセール・スピリテュエル」の名で知られる音楽史上初めての公開演奏会が
はじまり、音楽家の在り方を根本的に変える画期的な活躍の場が切り拓かれました。この演奏会
シリーズには後に外国の演奏家たちも登場するようになります。 
各国の音楽家が生き生きと影響し合うなか、優れたチェリストたちによって様々な演奏技術が

編み出され、チェロ音楽が目覚ましく展開したこの時代の諸作品を、２艇のバロック・チェロの
デュエットでお届けします。チェロの持つ幅広い音域、そしてガット弦の持つ豊かな響きと表現
力を、低音楽器／独奏楽器の両面からより深く味わっていただければ幸いです。

〈新型コロナウィルス感染拡大防止対策について〉 
＊休憩時間に換気をいたします。 ＊マスクの着用、および入場時の手洗い消毒にご協力をお願いいたします。 
＊咳、発熱など体調に異常がある方は、来場をお控えください。 


